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◆
ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ　

被

災
者
の
救
援
と
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
の
た
め
に
、
被
災

し
た
地
域
の
自
治
体
な
ど
へ

計
１
０
０
０
万
円
を
寄
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
関
連
団
体
と
連
携
し
復

旧
資
材
を
納
入
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

近
隣
置
き
場
に
備
蓄
を
開

始
。
さ
ら
に
、
被
災
し
た
上

下
水
道
施
設
の
調
査
の
た
め

に
ク
ボ
タ
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
か
ら
人
員
を
派
遣
し

た
。

　

◆
栗
本
鐵
工
所　

現
地
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
３
日
か

ら
緊
急
資
材
の
出
荷
を
開
始

し
て
い
る
。
被
災
地
域
の
早

期
復
旧
に
向
け
、
引
き
続
き

大
阪
本
社
に
現
地
の
情
報
を

集
約
し
、
各
種
団
体
と
も
連

携
し
つ
つ
支
援
活
動
に
取
り

組
む
。

　

◆
光
明
製
作
所　

自
治

体
・
関
連
機
関
か
ら
要
請
が

あ
り
次
第
、
仮
設
配
管
資
材

（
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
）
を
大
阪
府
和
泉
市
の

本
社
工
場
か
ら
提
供
す
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

新たな上下水道の姿へ新たな上下水道の姿へ

　配水用ポリエチレンパイプシステム協会、（POLITEC）は本年29周年目

を迎えます。一昨年は配水用ポリエチレン管ご採用事業体も、中大都市

を初めとする全国の事業体様からコスト面などでご評価を頂きご採用が

増えました。その結果、2022年度単年度において主要三管種延長距離実

績で初めてトップシェアとなりました。これは、水道配水用ポリエチレ

ン管の小口径におけるシェアが高いこともありますが、登場してから28

年間、地震動による直接的な被害がないなど耐震管としての評価が水道

界に定着してきたものと考えております。

　本年は水道事業が国土交通省と環境省へ移管されます。水道界が直面

する様々な課題に対しPOLITECはこれからも、日本の水道を持続可能な

事業にするために、全国に展開している技術・施工講習会活動などを通

して真摯に活動を続けてまいります。

持続可能な水道事業に貢献

配水用ポリエチレンパイプシステム協会（POLITEC）事務局長　半田 盛久

　下水道の維持管理は都市の健全な機能と公衆衛生に欠かせません。管

路やマンホールの定期的な点検や清掃は、詰まりや損傷の早期発見を可

能にし、予防的なメンテナンスによって下水道システムの延命化に寄与

します。

　しかし、予算や資源の限られた状況では、最適な維持管理戦略の策定

が不可欠です。地域の特性やニーズに合わせた総合的なアプローチが求

められ、自治体との連携も重要です。

　下水道ヘルスケアは、個々の健康を維持し向上させるための包括的な

アプローチです。定期的な点検や維持管理、バランスの取れたメンテナ

ンスはその一環であり、損傷や劣化の予防や管理に役立ちます。

　当協会では、持続可能な下水道管路を実現するため、衝撃弾性波検査

法による定量的な診断技術を中心とした「下水道ヘルスケア」で日本の

ライフライン事業を支援します。

維持管理は下水道ヘルスケアで

管路品質評価システム協会技術委員長　越石 博行

　当協会は、給水装置に係る技術的なサポートを目的として、給水装置

に関する諸課題に対し関係機関と連携を図り調査・研究を行っており、

安全・安心な給水システムの構築に取り組んでいます。

　昨年は、阪神・淡路大震災や東日本大震災などの大規模地震において

も耐震性に関して一定の評価が得られているフレキシブル継手に関し

て、水道用フレキシブル継手規格（WSA B115）を制定しました。また、

水道事業体などで実施されています「給水装置の技術講習会」へ講師を

派遣し、施工技術の継承を目的とした講義や、実技演習などを行ってお

り、このような取り組みが「給水装置のさらなる安全性」の構築につな

がるよう会員一同努めてまいる所存です。

給水装置のさらなる安全性

給水システム協会事務局長　長島 俊彰

　協会の設立から２年。水道管更生のパイオニアとして30年以上の歴史

を持つ「チューブテックス工法」をベースに、更新率の低い老朽化水道

管（特に開削が困難な道路横断、軌道下河川・水路横断及び水管橋等）

の更新に寄与すべく、自立強度を有する圧力管更生工法の必要性を積極

的に、全国自治体に説明してまいりました。一昨年、国土交通省の新技

術情報提供システム（NETIS）に登録されたことで工法としての評価を

得る事ができました。そのような中、昨年、デモ施工を契機に、川口市

で道路横断テスト施工を実施することができました。また福山市におい

ても開削困難な箇所が多いことから、自立強度を有するチューブテック

ス工法の大規模なデモ施工を実施しました。

　新年度は、関係官庁、各事業体の皆様のご意見を生かし、また他の工

法団体と連携し、水道老朽管路に使用できる更生工法の材料等の品質基

準や工法における技術基準作りを進めて水道老朽管の更新率向上に寄与

したいと考えております。今年もより一層のご指導、ご鞭撻をお願い致

します。

水道管の更新に新技術で貢献！

圧力管更生工法協会事務局長　桜沢 博行
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◆
清
水
合
金
製
作
所　

支

援
要
請
を
受
け
、
４
日
に
は

社
員
３
人
と
可
搬
式
浄
水
装

置
「
ア
ク
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
」

２
台
、
活
性
炭
ユ
ニ
ッ
ト
１

台
を
現
地
に
派
遣
、
５
日
か

ら
生
活
用
水
の
給
水
活
動
を

開
始
し
た
。
バ
ル
ブ
は
３
日

に
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁
を

発
送
。
引
き
続
き
要
請
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
る
。

　

◆
大
成
機
工　

地
震
発
生

直
後
、
本
社
（
大
阪
市
）
に

災
害
対
策
本
部
、
東
京
支
店

と
北
陸
営
業
所
に
は
地
域
災

害
対
策
連
絡
部
隊
を
設
置
。

情
報
収
集
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
三
田
工
場
、
東
京
工

場
と
連
携
し
、
復
旧
資
材
の

準
備
を
開
始
し
た
。
翌
２
日

早
朝
に
第
１
便
の
復
旧
資
材

を
石
川
県
内
の
ヤ
ー
ド
に
搬

入
し
、
緊
急
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

　

◆
ト
ー
ケ
ミ　

河
川
水
や

た
め
池
の
水
を
使
用
す
る
浄

水
装
置
や
生
活
用
水
用
の
小

型
な
可
搬
式
浄
水
装
置
、
塩

素
注
入
ポ
ン
プ
や
水
質
管
理

装
置
な
ど
の
無
償
貸
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
貸
出
機
器
の

詳
細
や
応
募
に
つ
い
て
は
、

無
料
電
話
ま
た
は
同
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
、
対

応
し
て
い
る
。

　

◆
森
松
工
業　

岐
阜
本
社

に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各

水
道
事
業
体
と
連
携
を
図

り
、
現
地
に
調
査
チ
ー
ム
を

派
遣
し
た
。
情
報
を
集
約
し

支
援
体
制
を
整
え
対
応
す

る
。ま
た
、同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
調
査
、
補
修
に
関
す
る

専
用
窓
口
と
な
る
直
通
電
話

番
号
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

◆
理
水
化
学　

名
古
屋
支

店
が
関
係
各
所
と
連
絡
を
取

り
、
被
災
状
況
の
把
握
や
復

旧
に
必
要
な
資
機
材
な
ど
の

情
報
収
集
に
徹
し
て
い
る
。

災
害
時
お
よ
び
緊
急
時
に
向

け
た
ろ
過
設
備
な
ど
の
浄
水

関
連
資
機
材
を
備
え
、
迅
速

な
対
応
が
可
能
な
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　

◆
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ

ル
ー
プ　

従
業
員
お
よ
び

そ
の
家
族
に
人
的
被
害
な

し
。
被
災
地
域
所
在
の
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
拠

点
に
お
い
て
は
特
に
被
害
は

無
く
、
業
務
継
続
中
。
地
震

に
よ
る
被
災
者
の
救
済
と
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
１
０
０

０
万
円
の
支
援
金
を
寄
付
す

る
こ
と
と
し
た
。
国
や
自
治

体
の
要
請
に
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
態
勢
を
整
え

る
。

　

◆
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

５
日
、
被

災
地
・
被
災
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
義
援
金
１
０
０
０
万

円
を
寄
付
す
る
と
発
表
し

た
。
寄
付
先
は
今
後
決
定
す

る
と
し
て
い
る
。

　

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
シ
ス
テ
ム
協
会
（
ポ
リ

テ
ッ
ク
）
は
12
月
15
日
、
浜

松
市
内
で
第
３
回
水
道
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
耐
震

性
評
価
検
討
委
員
会
（
委
員

長
＝
清
野
純
史
・
京
都
大
学

名
誉
教
授
）を
開
い
た
。「
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

の
耐
震
設
計
の
手
引
き
（
２

０
１
８
年
発
刊
）」
改
定
版

の
年
度
内
発
刊
に
向
け
、
記

載
内
容
の
最
終
調
整
を
行
っ

た
。
改
定
版
で
は
、
異
形
管

や
給
水
分
岐
用
の
サ
ド
ル
付

分
水
栓
も
含
め
た
水
道
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ

Ｅ
）
管
が
、
レ
ベ
ル
２
地
震

動
に
十
分
対
応
で
き
る
耐
震

性
能
と
地
盤
変
位
に
対
す
る

高
い
変
形
性
能
を
有
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
各
挙
動

に
対
す
る
新
た
な
設
計
法
と

具
体
的
な
計
算
事
例
を
明
示

し
た
。
ま
た
、
資
料
編
や
一

口
メ
モ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
設
計
実
務
者
の
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮
し
た
。

　

改
定
版
の
基
本
方
針
と
し

て
、
耐
震
設
計
を
行
う
に
あ

た
り
、「
設
計
地
震
動
（
レ

ベ
ル
１
・
２
地
震
動
）」
と

地
震
動
に
対
す
る
「
要
求
性

能
」、「
限
界
状
態
」
の
定
義

に
つ
い
て
は
、
日
本
水
道
協

会
の
水
道
施
設
耐
震
工
法
指

針
・
解
説
（
２
０
２
２
年
度

版
）に
準
じ
る
も
の
と
し
た
。

　

地
震
動
に
対
す
る
評
価
対

象
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
や
地
震
被
害
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
直
管
の
ほ
か

に
異
形
管
や
仕
切
弁
、
サ
ド

ル
付
分
水
栓
を
含
む
も
の
と

す
る
。
一
方
、
地
盤
変
位
に

対
し
て
は
、
異
形
管
部
や
サ

ド
ル
付
分
水
栓
な
ど
に
対
す

る
耐
震
性
評
価
の
実
験
結
果

や
論
文
が
少
な
く
、
現
時
点

で
は
定
量
的
な
評
価
が
難
し

い
た
め
、
直
管
と
融
着
継
手

を
評
価
対
象
範
囲
と
す
る
。

　

主
な
改
定
点
は
、
①
Ｈ
Ｐ

Ｐ
Ｅ
管
の
高
い
変
形
性
能
を

　

前
澤
工
業
の
宮
川
多
正
社

長
は
５
日
、
川
口
市
の
本
社

で
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。

　

宮
川
社
長
は
冒
頭
、
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
触
れ
、
各
部
門
が
連
携
し

た
支
援
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。今
年
４
月
の
水
道
整
備
・

管
理
行
政
の
移
管
に
つ
い
て

も
「
更
新
時
期
を
迎
え
て
い

る
上
下
水
道
を
中
心
と
し
た

水
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
は
も

ち
ろ
ん
、
今
後
、
国
を
挙
げ

た
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る

官
民
連
携
の
加
速
化
、
脱
炭

素
化
の
さ
ら
な
る
推
進
が
見

込
ま
れ
、
２
０
２
４
年
は
日

本
の
上
下
水
道
事
業
の
大
き

な
転
換
点
に
な
る
」
と
話
し

た
。

　

ま
た
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の

バ
ル
ブ
事
業
、
環
境
事
業
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
の
業
績

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
概
ね

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
し

つ
つ
、
今
期
が
中
期
３
カ
年

経
営
計
画
最
終
年
度
で
あ
る

と
し
て
「
様
々
な
懸
念
事
項

や
不
安
定
要
因
が
存
在
し
て

お
り
、
気
を
抜
く
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
し
っ
か
り
と
情

報
を
収
集
・
分
析
し
て
早
め

に
行
動
に
移
す
こ
と
で
、
必

ず
目
標
の
達
成
を
」
と
語
っ

た
。

　

続
け
て
、
６
月
か
ら
の
新

た
な
３
カ
年
経
営
計
画
に
つ

い
て
は
「
上
下
水
道
事
業
に

お
い
て
官
民
連
携
や
脱
炭
素

化
に
貢
献
す
る
技
術
の
開

発
・
導
入
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

疑
い
の
余
地
は
な
い
。
こ
の

大
き
な
流
れ
は
当
社
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
時

代
に
取
り
残
さ
れ
る
大
き
な

リ
ス
ク
で
も
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
３
年
間
は
将
来
を
左
右

す
る
重
要
な
期
間
で
あ
り
、

こ
こ
が
正
念
場
で
あ
る
と
い

う
危
機
感
を
持
っ
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
え
る
計
画

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
社
員
一
人
ひ
と
り
が
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
水
環
境
イ

ン
フ
ラ
の
構
築
に
貢
献
す
る

Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

第
２
期
が
昨
年
11
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
も
触

れ
、「
遠
隔
、
自
動
化
、
省

人
化
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

を
意
識
し
な
が
ら
、
新
た
な

プ
ロ
ダ
ク
ト
を
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
提
案
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
「
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
安
全
第
一
を
念
頭
に

行
動
し
、
１
年
間
無
事
故
・

無
災
害
で
過
ご
せ
れ
ば
」
と

語
っ
た
。

　

ク
ボ
タ　
　

１
月
１
日
付

【
機
構
改
革
】

〈
水
環
境
事
業
本
部
〉

　

▽
水
環
境
総
括
本
部
、
水

環
境
Ｂ
Ｐ
Ｉ
推
進
部
を
新
設

▽
水
環
境
総
括
部
、
水
環
境

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

部
、
水
環
境
安
全
品
質
部
、

水
環
境
営
業
推
進
部
、
北
海

道
支
社
、
東
北
支
社
、
中
部

支
社
、
中
四
国
支
社
、
九
州

支
社
を
移
管
▽
水
環
境
海
外

営
業
部
、
水
環
境
海
外
技
術

部
を
新
設
し
、
水
環
境
海
外

推
進
部
（
廃
止
）
の
一
部
機

能
を
移
管
▽
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統

括
部
、
欧
米
統
括
部
を
新
設

【
異
動
】

　

▽
水
環
境
総
括
本
部
長
・

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ

サ
ー
（
水
環
境
総
括
部
長
、

水
環
境
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
部
長
）
近
藤
渉

〈
水
環
境
総
括
本
部
〉

　

▽
水
環
境
総
括
部
長
、
林

豊
▽
水
環
境
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
部
長
、
中
村
慎
一

▽
水
環
境
Ｂ
Ｐ
Ｉ
推
進
部

長
、
豊
島
康
弘

〈
水
環
境
海
外
推
進
本
部
〉

　

▽
水
環
境
海
外
推
進
本
部

長
兼
欧
米
統
括
部
長
（
膜
シ

ス
テ
ム
部
長
）
本
堀
俊
彦
▽

水
環
境
海
外
営
業
部
長
、
吉

川
浩
臣
▽
水
環
境
海
外
技
術

部
長
、
森
島
隆
二
▽
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
統
括
部
長
、
大
森
寛
▽

水
環
境
海
外
推
進
本
部
（
水

環
境
海
外
推
進
部
長
）
三
浦

彰
夫

〈
環
境
事
業
部
〉

　

▽
水
循
環
プ
ラ
ン
ト
営
業

部
長
、
佐
藤
英
城
▽
水
循
環

プ
ラ
ン
ト
営
業
部
（
水
循
環

プ
ラ
ン
ト
営
業
部
長
）
秋
本

耕
司
▽
水
循
環
プ
ラ
ン
ト
建

設
部
長
、
吉
岡
寿
雄

〈
研
究
開
発
本
部
〉

　

▽
水
環
境
研
究
開
発
第
二

部
長
、
吉
崎
耕
大

踏
ま
え
、
照
査
用
限
界
ひ
ず

み
（
許
容
ひ
ず
み
）
を
見
直

し
、
レ
ベ
ル
１
・
レ
ベ
ル
２

地
震
動
と
も
に
３
・
０
％
と

し
た
②
地
中
埋
設
さ
れ
た
Ｈ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
管
に
対
し
、
常
時
荷

重
に
よ
り
発
生
す
る
ひ
ず
み

の
算
定
法
を
明
ら
か
に
し
、

実
務
者
に
向
け
た
計
算
事
例

を
明
示
し
た
③
液
状
化
や
断

層
変
位
な
ど
の
地
盤
変
位
に

対
す
る
許
容
ひ
ず
み
を
６
・

０
％
と
し
、
要
求
性
能
と
し

て
は
、「
管
体
に
軽
微
な
組

成
変
形
が
生
じ
て
も
漏
水
す

る
こ
と
な
く
、
地
震
後
も
通

水
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る

も
の
」
と
し
た
―
。

　

①
は
、
レ
ベ
ル
２
地
震
動

に
対
し
、
日
水
協
指
針
が
管

路
に
求
め
る
最
も
高
い
要
求

性
能
（
使
用
性
）
を
確
保
し

う
る
限
界
の
状
態
（
限
界
状

態
１
）
を
保
持
で
き
る
耐
震

性
能
を
有
す
る
と
評
価
す
る

も
の
で
、Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
管
は
３
・

０
％
の
ひ
ず
み
で
あ
れ
ば
、

管
材
に
軽
微
な
変
形
が
生
じ

て
も
、
地
震
後
に
継
続
的
に

使
用
で
き
る
弾
性
状
態
を
保

持
で
き
る
と
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
、
日
水
協
指

針
で
は
、
地
上
配
管
（
空
中

配
管
）
の
状
態
で
発
生
ひ
ず

み
を
算
定
し
て
い
る
の
に
対

し
、
手
引
き
で
は
、
地
中
埋

設
実
験
結
果
を
踏
ま
え
て
、

地
盤
に
よ
る
管
体
拘
束
力
を

考
慮
し
、
実
験
結
果
と
整
合

す
る
設
計
条
件
と
算
定
式
を

採
用
し
た
。

　

③
は
、
大
き
な
地
盤
変
位

に
対
し
て
、
異
形
管
部
や
給

水
分
岐
部
な
ど
の
突
起
部
に

地
盤
反
力
が
作
用
し
、
近
傍

の
管
路
も
塑
性
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
突
起

部
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た

め
、
降
伏
ひ
ず
み
よ
り
も
低

い
６
％
に
設
定
し
た
も
の
。

要
求
性
能
は
、
日
水
協
指
針

の
２
番
目
に
高
い
要
求
性

能
（
復
旧
性
）
を
上
回
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
が
、
溶
接

鋼
管
を
想
定
し
た
性
能
で
あ

る
こ
と
や
、
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
管
は

高
い
変
形
性
能
を
有
す
る
た

め
、
６
％
ひ
ず
み
は
、
復
旧

性
を
確
保
し
得
る
「
管
材
の

一
部
に
大
き
な
組
成
変
性
が

生
じ
て
も
通
水
機
能
を
確
保

で
き
る
状
態
」
に
当
た
ら

ず
、適
用
で
き
な
い
と
し
た
。

所
の
住
所
は
次
の
通
り
。

　

▽
〒
８
５
０
―
０
８
３
２

長
崎
市
油
屋
町
２
番
15
号
６

０
７

　

日
本
水
工
設
計
は
、
１
日

付
で
長
崎
事
務
所
を
移
転
し

た
。
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
の
変
更
は
な
い
。
新
事
務

　

第
一
環
境
は
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
断
水
が
発
生
し

た
新
潟
市
に
お
い
て
、
同
市

水
道
局
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
２
日
か
ら
臨
時
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
や
同

社
保
有
の
加
圧
式
給
水
車
に

よ
る
応
急
給
水
を
行
っ
た
。

同
社
は
新
潟
市
水
道
局
か
ら

検
針
及
び
水
道
料
金
等
収
納

業
務
を
受
託
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
等
に
お
け
る
応

援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

　

加
圧
式
給
水
車
は
、
新
潟

事
務
所
配
備
の
３
㌧
車
と
八

千
代
営
業
所
（
千
葉
県
八
千

代
市
）
配
備
の
３
・
６
㌧
車

の
２
台
が
出
動
し
、
臨
時
給

水
所
で
の
住
民
へ
の
応
急
給

水
や
給
水
タ
ン
ク
へ
の
補

給
、
人
工
透
析
が
必
要
な
患

者
が
多
く
入
院
す
る
病
院
の

受
水
槽
へ
の
給
水
な
ど
を

行
っ
た
。
臨
時
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
は
、
新
潟
事
務
所
の

従
業
員
を
配
置
し
、
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

た
。

臨時給水所で補給する加圧給水車

夜間雪の中での補給作業

官
民
連
携
、脱
炭
素
化
に
貢
献
を

宮
川
社
長
が
年
始
あ
い
さ
つ

前
澤
工
業

宮川社長

清野委員長

耐震設計手引き改定版を年度内に

ポリテック レベル２地震動でも弾性状態保持

能
登
半
島
地
震 

各
社
の
対
応

長
崎
事
務
所
を
移
転

日
本
水
工
設
計

応
急
給
水
や
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
支
援

第
一
環
境

２０２４年（令和６年）１月１１日（木曜日）


